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【研究の背景・目的】 

T 細胞はエフェクター細胞として免疫反応を担

うと共に免疫応答の調節を行う重要な細胞群であ

り、異なる機能を持つ幾つかの細胞亜群(サブセッ

ト)から構成される。T細胞の機能異常や分化バラ

ンスの 異常によって免疫不全症やアレルギー等

のヒト免疫疾患が誘発されることが知られており、

これら免疫疾患の病態を理解し、医療に応用可能

な T 細胞分化制御技術を開発することで、国民の

健康増進に貢献することは医学・免疫学の重要な

課題である。本研究課題は、複数の転写因子の相

互作用によって形成される転写因子ネットワーク

が如何に T 細胞分化を制御するか解明することで、

T 細胞分化プログラムを総括的に理解することを

目的とする。 

 
【研究の方法】 

本研究課題では、発生工学による遺伝学的手法、

バイオインフォマティクス手法、生化学・分子生

物学的手法を有機的に連動させることで、それぞ

れの T 細胞サブセットの分化を制御するマスター

転写因子の同定とそれらマスター転写因子上流・

下流シグナルを明らかにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 

図 1.T 細胞分化過程と転写因子. 

 

特に、胸腺内での DP 胸腺細胞のヘルパー／キ

ラー系列決定を制御する転写因子ネットワーク、

抹消リンパ組織でのヘルパーT 細胞サブセットの

分化を制御する転写因子ネットワークの解明を

中心に研究を行う。 

【期待される成果と意義】 

T 細胞は免疫応答の調節に中心的な役割を果た

すことから T 細胞分化プログラムの解明がもたら

す意義は大きい。アレルギー・自己免疫病といっ

た免疫疾患の制圧に向けて、人為的に T 細胞分化

を誘導する新規技術やその応用に基づく新たな免

疫制御法の開発に繋がる技術基盤となる成果が期

待される。 
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